
第Ⅶ期計画

計　　画 実　 績・成　 果 自己点検
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価意見
【評価結果 Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ】

評価結果：Ｓ 評価結果：Ａ

⑤３軸のフラックスゲート磁力計による地磁気変化連続観測を順調に行った。毎月１回の
頻度での校正信号入力を行い。地磁気絶対観測時には、ベースライン値の算出を行っ
た。2007年と2009年にはアライメント調整を行った。2007年にはK指数を自動算出するプ
ログラムを整備した。1966年からのK指数データの解析からオーロラ活動の長期変動の
研究が行われ、総合研究大学院大学の学位論文としてまとめられた。

⑥，⑦電磁雑音が極めて少ない西オングル島で、磁気圏からの微弱なULF/ELF/ VLF帯
の電磁波動を良好な感度で安定に受信した。受信信号の絶対強度を定めるため、毎年1
回、受信系感度の較正が行われた。これらのデータから磁気圏電磁波動強度の長期変
動を知ることができるが、特に第Ⅶ期の観測データは太陽活動極小期の特徴を示したも
のとなっている。
これらの観測を無人の西オングル島で続けるためには、自然エネルギー電源による電力
供給が必要になる。第Ⅶ期では、従来用いられてきた太陽電池のほか、風力発電装置を
試験的に運用し、通年にわたり人手を介さず電力供給が可能であることを実証した。

　これまでの確かな実績から成熟したモ
ニタリング体制が出来上がりつつあると
思われる。今後は、このまま継続してい
くことだけでなく、新たな観測項目、で
きるだけ効率のよいデータ取得技術開発
などにもさらに取り組んでいってほし
い。モニタリングならではの研究成果を
もっと高めること、さらには関連する研
究プロジェクトとの密接な連携により、
さらなる有効活用が望まれる。

　新規性のある地上観測を実施してお
り、荷電粒子の降下状態や磁力の経年変
化などの良い科学的知見を積み上げてい
る。また、国際観測網への貢献も見られ
る。観測データの活用も大学レベルで行
われたが、さらなる有効活用が望まれ
る。

【モニタリング研究観測】（1）「宙空圏変動のモニタリング」

　太陽活動に伴う極域電磁環境の長期変動
をモニターすることを目的とする。太陽か
ら地球に降り注ぐ電磁輻射、高エネルギー
粒子、太陽風は、太陽活動とともに変動す
る。それは地球の電離圏や磁気圏の変動を
もたらし、その結果は、極域のオーロラ活
動、地磁気変化、電磁波動現象などとして
現れる。地上よりこれらの現象の観測を行
うことにより、電離圏、磁気圏といった地
球の周囲の環境が、太陽活動と共にどのよ
うに変動しているかを知ることができる。
また、こうした観測を長期間行うことによ
り、地球を取り囲む環境が長期的にどのよ
うに変化してゆくのか、という将来予測を
行うことにもつながると期待される。観測
項目は以下の通り。
①全天カメラによるオーロラ形態、発光強
度の観測
②掃天フォトメータによるオーロラ強度分
布の観測
③リオメータ・イメージングリオメータに
よるオーロラ降下粒子の観測
④地磁気絶対観測
⑤フラックスゲート磁力計による地磁気3成
分変化観測
⑥インダクション磁力計によるULF帯電磁波
動観測
⑦ELF/VLF帯電磁波動観測

　モニタリングは長期的に高
いレベルのデータを取得する
ことが求められており、光学
観測の省力化や遠隔地での安
定的な電力システムの構築な
ど、長期モニタリングを可能
にする大きな成果を挙げた。

①，②3波長（557.7, 630.0, 427.8nm）フィルター切り替え全天CCD単色カメラ
による波長別オーロラ形態の全天分布の観測と、多波長掃天フォトメータによる
電子オーロラとプロトンオーロラの緯度方向強度分布の観測を順調に行い、太陽
活動極小期におけるオーロラ活動のモニタリング観測を行うことが出来た。2009
年には掃天フォトメータの更新を行い、あらかじめ設定したスケジュールに従っ
た自動運用が行われるようになった。

③リオメータ・イメージングリオメータは、光でのオーロラ観測が不可能な夏期
でもオーロラ降下粒子を観測できる利点を生かし、通年にわたるオーロラ降下粒
子束の変動をモニターするとともに、アイスランドでのイメージングリオメータ
観測と併せ、オーロラ降下粒子の南北極共役性のモニターを行った。第Ⅶ期の期
間、昭和基地には30.0MHzと38.2MHzの2周波のイメージングリオメータが設置さ
れ、2周波での吸収強度比（吸収スペクトル指数）が算出された。太陽プロトン
イベント時には、吸収スペクトル指数が通常値の２よりも小さくなることが確認
され、10MeV帯の太陽プロトンが昭和基地上空に多量に降込み、電離層D層よりも
下方の大気を電離したことが推定された。

④プロトン磁力計とフラックスゲート型磁気儀による地磁気絶対観測を毎月１回
の頻度で継続して順調に行った。2007年には、測定したデータを自動処理するソ
フトを整備した。2009年には、観測に及ぼす人工擾乱の影響を評価するために、
観測室の周囲の広域多点において磁気測量を行い、磁気傾度の広域分布などを明
らかにした。1966年より続く長期モニタリングデータにより、昭和基地における
全磁力の減少速度が徐々にゆるやかになってきていることなどが示されている。
測定されたデータは英国の地磁気データセンターに送付され、IGRFモデル磁場の
算出に使用されている。

Ｓ：特に優れた実績・成果を上げている。
Ａ：計画通り、又は計画を上回った実績・成果を上げている。
   （達成度１００％）
Ｂ：計画を若干下回っているが、一定の実績・成果を上げている。
   （達成度７０～１００％）
Ｃ：計画を大幅に下回っており、改善が必要である。
   （達成度７０％未満）
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、
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関

す
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測

項
目

に
つ

い
て

長
期

の
デ

ー
タ

蓄
積

が
で

き
つ

つ
あ

る
。

特
に

長
寿

命
温

室
効

果
ガ

ス
の

モ
ニ
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リ

ン
グ
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成

果
は

顕
著

で
あ

る
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国
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共
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。
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取
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。
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。
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世
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す
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関
わ
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て

お
り

、
同

時
に

、
南

極
大

気
中

の
諸

現
象

が
、

気
候

シ
ス

テ
ム

と
そ

の
変

動
に

お
い

て
主

た
る

要
因

と
な

る
プ

ロ
セ

ス
を

多
く

含
む

。
従

っ
て

、
南

極
の

大
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現
象
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監
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す
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あ
る
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れ
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規
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大
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環
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の
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ッ
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変
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を
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す
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上
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最
適

な
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で

あ
る
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温

室
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果
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、
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ロ
ゾ
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、
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、

オ
ゾ
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等
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成

分
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態

を
長

期
的
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昭

和
基

地
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び
海

洋
上

で
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
と

と
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に
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人
工

衛
星

や
地

上
リ

モ
ー
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セ

ン
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ン
グ
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に
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、
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射
収
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テ
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に
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す
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縁
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か
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5
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ま
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の
越

冬
中

に
、

S
1
6
か

ら
内

陸
ド

ー
ム

ふ
じ

基
地

ま
で

の
雪

尺
観

測
と

雪
尺

網
観

測
は

4
8
次

、
4
9

次
及

び
5
1
次

の
夏

期
間

に
、

全
て

計
画

通
り

実
施

し
た

。
こ

れ
ら

の
観

測
に

よ
っ

て
氷

床
氷

縁
や

氷
床

表
面

の
質

量
収

支
変

動
を

明
ら

か
に

し
た

。
観

測
結

果
は

J
A

R
E
 D

at
a 

R
e
po

rt
に

て
公

開
す

る
予

定
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
観

測
結

果
は

、
G

R
A

C
E
衛

星
に

よ
る

重
力

変
動

と
氷

床
の

質
量

収
支

変
動

の
研

究
や

、
東

南
極

氷
床

全
体

の
空

間
的

か
つ

時
間

的
な

質
量

収
支

変
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研
究
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使

用
さ

れ
た
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ま

た
ド
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ふ
じ

基
地

の
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に

わ
た

る
表

面
質

量
収

支
の

観
測

か
ら

8
.6

%
の

確
率

で
欠

層
と

な
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

こ
れ

は
ド

ー
ム

ふ
じ

深
層

コ
ア

研
究

に
と

っ
て

重
要

な
指

摘
で

あ
る

。

①
温

室
効

果
気

体
の

観
測

　
昭

和
基

地
に

お
け

る
大

気
中

の
温

室
効

果
気

体
及

び
関

連
気

体
（

二
酸

化
炭

素
：

C
O
2
、

メ
タ

ン
：

C
H
4
、

一
酸

化
炭

素
：

C
O
）

濃
度

の
連

続
観

測
は

、
長

期
に

わ
た

る
欠

測
も

な
く

、
計

画
通

り
高

精
度

時
系

列
観

測
デ

ー
タ

を
蓄

積
し

た
。

ま
た

、
国

内
外

の
研

究
機

関
の

依
頼

に
よ

る
昭

和
基

地
で

の
温

室
効

果
気

体
分

析
用

大
気

採
取

も
、

当
初

計
画

通
り

実
施

し
た

。
昭

和
基

地
で

観
測

さ
れ

た
C
O
2
濃

度
は

1
9
8
4
年

の
観

測
開

始
時

に
は

3
4
2
p
p
m
v
で

あ
っ

た
が

、
そ

の
後

の
化

石
燃

料
消

費
等

に
よ

り
2
0
1
1
年

1
月

に
は

3
8
6
p
p
m
v
に

達
し

て
い

る
。

1
9
8
7
年

に
観

測
を

開
始

し
た

C
H
4
濃

度
は

、
2
0
0
0
年

ま
で

年
々

大
き

な
濃

度
上

昇
が

見
ら

れ
た

が
、

2
0
0
0
-
2
0
0
7
年

は
濃

度
上

昇
が

ほ
と

ん
ど

停
止

し
て

い
た

。
し

か
し

、
2
0
0
8
-
2
0
1
1
年

に
か

け
て

再
び

濃
度

の
増

加
が

観
測

さ
れ

て
い

る
。

将
来

の
C
H
4
濃

度
予

測
精

度
を

向
上

さ
せ

る
上

で
、

現
在

起
こ

っ
て

い
る

C
H
4
濃

度
変

動
の

原
因

究
明

は
重

要
な

課
題

で
あ

る
。

現
在

、
連

続
観

測
デ

ー
タ

の
公

開
準

備
を

進
め

て
い

る
。

②
エ

ア
ロ

ゾ
ル

・
雲

の
観

測
　

地
表

エ
ア

ロ
ゾ

ル
の

直
接

測
定

項
目

と
し

て
、

光
学

式
粒

子
カ

ウ
ン

タ
に

よ
る

エ
ア

ロ
ゾ

ル
粒

径
分

布
観

測
お

よ
び

凝
結

粒
子

カ
ウ

ン
タ

に
よ

る
極

微
細

粒
子

数
濃

度
観

測
、

エ
ア

ロ
ゾ

ル
・

雲
の

リ
モ

ー
ト

セ
ン

シ
ン

グ
項

目
と

し
て

、
ス

カ
イ

ラ
ジ

オ
メ

ー
タ

に
よ

る
エ

ア
ロ

ゾ
ル

光
学

的
厚

さ
観

測
、

全
天

カ
メ

ラ
に

よ
る

雲
量

観
測

、
マ

イ
ク

ロ
パ

ル
ス

ラ
イ

ダ
ー

（
M
P
L
）

に
よ

る
エ

ア
ロ

ゾ
ル

・
雲

の
鉛

直
構

造
観

測
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

観
測

と
し

て
継

続
的

に
行

う
べ

く
観

測
機

器
を

整
備

し
、

観
測

方
法

や
維

持
保

守
、

デ
ー

タ
処

理
の

手
順

等
を

定
め

た
。

通
年

連
続

観
測

に
よ

り
、

長
期

間
の

観
測

デ
ー

タ
を

蓄
積

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
エ

ア
ロ

ゾ
ル

や
雲

の
諸

特
性

に
つ

い
て

季
節

変
動

や
年

々
変

動
等

が
調

べ
ら

れ
明

ら
か

と
な

り
つ

つ
あ

る
（

図
2
）

。
な

お
、

M
P
L
観

測
は

N
A
S
A
が

主
導

す
る

M
P
L
N
E
T
の

重
要

な
極

地
サ

イ
ト

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
、

過
去

の
観

測
デ

ー
タ

は
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
h
t
t
p
:
/
/
m
p
l
n
e
t
.
g
s
f
c
.
n
a
s
a
.
g
o
v
）

で
公

開
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

M
P
L
観

測
は

対
流

圏
の

雲
の

み
な

ら
ず

極
成

層
圏

雲
（

P
S
C
）

の
検

出
に

も
貢

献
し

た
。

Ｓ
：
特
に
優
れ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

Ａ
：
計
画
通
り
、
又
は
計
画
を
上
回
っ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
１
０
０
％
）

Ｂ
：
計
画
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
一
定
の
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
～
１
０
０
％
）

Ｃ
：
計
画
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
％
未
満
）
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計
　

　
画

実
　

 
績

・
成

　
 
果

自
己

点
検

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

意
見

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

第
Ⅶ

期
計

画
【

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

研
究

観
測

】
（

2
）

「
気

水
圏

変
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
」

④
海

氷
・

海
洋

循
環

変
動

観
測

　
し

ら
せ

船
上

の
海

氷
厚

・
ビ

デ
オ

・
目

視
観

測
は

、
5
0
次

を
除

き
概

ね
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

、
4
2
次

以
降

の
年

々
変

化
を

解
明

す
る

デ
ー

タ
蓄

積
が

進
ん

だ
。

4
8
次

で
は

衛
星

観
測

デ
ー

タ
検

証
の

た
め

に
マ

イ
ク

ロ
波

放
射

計
観

測
を

加
え

た
。

昭
和

基
地

付
近

の
氷

厚
・

積
雪

深
を

4
8
次

夏
・

越
冬

期
、

5
1
次

夏
期

に
観

測
し

、
多

年
氷

消
長

に
及

ぼ
す

積
雪

の
効

果
の

理
解

に
役

立
っ

た
。

こ
の

基
地

観
測

は
沿

岸
定

着
氷

の
国

際
共

同
監

視
網

の
一

翼
を

担
っ

て
い

る
。

5
1
次

で
新

船
に

搭
載

し
た

船
体

挙
動

計
測

シ
ス

テ
ム

に
よ

っ
て

、
氷

厚
計

測
と

同
期

し
て

氷
状

特
性

が
調

べ
ら

れ
た

。
海

洋
観

測
と

し
て

は
、

4
9
次

し
ら

せ
復

路
の

東
経

1
1
0
度

付
近

で
投

入
し

た
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
フ

ロ
ー

ト
が

1
5
0
0
m
深

を
漂

流
し

、
冬

季
海

氷
で

覆
わ

れ
る

南
極

発
散

域
の

海
洋

構
造

・
循

環
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
得

た
。

南
大

洋
高

緯
度

の
フ

ロ
ー

ト
観

測
は

極
め

て
稀

で
、

中
低

緯
度

海
域

と
比

べ
て

稼
働

日
数

は
短

い
が

貴
重

な
観

測
デ

ー
タ

を
得

た
。
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第
Ⅶ

期
計

画

計
　

　
画

実
　

 
績

・
成

　
 
果

自
己

点
検

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

意
見

【
評
価
結
果
 
Ｓ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
】

評
価

結
果

：
Ａ

評
価

結
果

：
Ｓ

次
頁

に
続

く

　
各

観
測

網
を

着
実

に
整

備
し

て
お

り
、

そ
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

あ
る

い
は

準
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

配
信

シ
ス

テ
ム

の
整

備
も

行
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
こ

れ
ら

が
国

際
観

測
網

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

お
り

、
そ

れ
ら

を
使

っ
た

成
果

が
高

い
イ

ン
パ

ク
ト

フ
ァ

ク
タ

ー
の

国
際

誌
論

文
に

多
く

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
海

外
研

究
者

に
よ

る
成

果
論

文
が

あ
る

な
ど

優
れ

た
実

績
を

挙
げ

て
い

る
。

　
近

年
の

衛
星

観
測

技
術

の
進

歩
は

目
覚

ま
し

い
も

の
が

あ
る

が
、

一
方

で
、

本
研

究
グ

ル
ー

プ
が

地
道

な
が

ら
も

永
年

に
わ

た
っ

て
積

み
上

げ
て

き
た

一
連

の
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
は

極
め

て
貴

重
な

も
の

で
あ

り
、

国
際

的
に

も
高

く
評

価
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
種

の
デ

ー
タ

は
、

よ
り

長
い

蓄
積

の
中

か
ら

新
し

い
発

見
が

生
ま

れ
る

可
能

性
も

あ
る

の
で

、
今

後
も

継
続

さ
せ

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
研

究
観

測
】

（
3
）

「
地

殻
圏

変
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
」

　
固

体
地

球
は

マ
ン

ト
ル

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

及
び

プ
レ

ー
ト

運
動

等
に

よ
り

、
絶

え
ず

セ
ン

チ
メ

ー
ト

ル
／

年
の

速
度

で
相

対
運

動
し

た
り

内
部

変
形

し
た

り
し

て
い

る
。

ま
た

、
地

殻
圏

は
大

気
、

海
洋

、
氷

床
変

動
の

影
響

を
受

け
て

幅
広

い
時

間
ス

ケ
ー

ル
で

変
動

し
て

い
る

こ
と

が
知

ら
れ

て
い

る
。

地
球

温
暖

化
の

指
標

で
あ

る
海

水
位

の
上

昇
は

、
地

殻
隆

起
量

を
精

度
良

く
分

離
・

補
正

し
て

検
知

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

れ
ら

変
動

現
象

は
宇

宙
技

術
を

は
じ

め
と

す
る

各
種

の
新

技
術

で
、

検
出

可
能

に
な

っ
て

き
た

が
、

汎
地

球
観

測
網

を
用

い
て

包
括

的
に

観
測

す
る

必
要

が
あ

る
。

南
極

に
お

け
る

数
少

な
い

汎
地

球
観

測
網

の
観

測
点

で
あ

る
昭

和
基

地
に

お
い

て
、

ま
た

、
往

復
航

路
上

に
て

国
際

的
に

標
準

化
さ

れ
た

機
器

に
よ

り
取

得
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

国
際

的
に

流
通

す
る

デ
ジ

タ
ル

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

に
よ

り
提

供
し

続
け

る
こ

と
が

何
よ

り
も

重
要

で
あ

る
。

観
測

項
目

は
以

下
の

通
り

。
①

F
D
S
N
網

に
お

い
て

実
施

す
る

短
周

期
及

び
広

帯
域

地
震

計
に

よ
る

観
測

②
G
G
P
網

に
お

い
て

実
施

す
る

超
伝

導
重

力
計

に
よ

る
重

力
連

続
観

測
③

I
V
S
網

に
お

い
て

実
施

す
る

V
L
B
I
観

測
④

I
G
S
網

－
G
P
S
点

の
維

持
、

及
び

I
D
S
網

に
お

い
て

実
施

す
る

D
O
R
I
S
観

測
⑤

船
上

固
体

地
球

物
理

観
測

（
海

上
重

力
・

地
磁

気
三

成
分

測
定

）
、

及
び

マ
ル

チ
ビ

ー
ム

音
響

測
深

器
に

よ
る

海
底

地
形

調
査

（
後

継
船

以
降

）
⑥

海
洋

水
位

変
動

観
測

及
び

海
底

圧
力

計
観

測

　
地

殻
圏

変
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
研

究
観

測
が

十
分

計
画

と
目

的
を

達
成

し
た

も
の

と
、

高
く

評
価

出
来

る
。

①
F
D
S
N
網

に
お

い
て

実
施

す
る

短
周

期
及

び
広

帯
域

地
震

計
に

よ
る

観
測

　
第

Ｖ
Ｉ

Ｉ
期

で
は

、
ノ

イ
ズ

シ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
等

、
機

器
の

維
持

に
工

夫
が

必
要

だ
っ

た
が

、
デ

ー
タ

収
録

そ
の

も
の

は
順

調
に

経
過

し
た

。
取

得
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
南

極
プ

レ
ー

ト
の

地
震

活
動

や
地

球
内

部
の

様
々

な
時

空
間

ス
ケ

ー
ル

の
不

均
質

構
造

に
関

す
る

研
究

が
行

わ
れ

、
計

画
通

り
の

成
果

が
得

ら
れ

た
。

波
形

デ
ー

タ
は

国
際

デ
ジ

タ
ル

観
測

網
(
F
D
S
N
)
 
に

準
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

、
伝

送
し

公
開

し
て

い
る

。
世

界
中

の
遠

地
地

震
や

南
極

周
辺

の
局

所
地

震
の

到
着

時
刻

（
走

時
）

と
振

幅
情

報
を

国
際

セ
ン

タ
ー

(
I
S
C
、

及
び

U
S
G
S
/
N
E
I
C
)
へ

報
告

し
、

J
A
R
E
 
D
a
t
a
 
R
e
p
o
r
t

を
作

成
し

て
お

り
、

様
々

な
ル

ー
ト

で
国

際
観

測
に

寄
与

し
て

い
る

。

②
G
G
P
網

に
お

い
て

実
施

す
る

超
伝

導
重

力
計

に
よ

る
重

力
連

続
観

測
　

第
4
8
次

隊
-
4
9
次

隊
-
5
0
次

隊
の

各
隊

引
き

継
ぎ

期
に

お
い

て
C
T
0
4
3
容

器
の

冷
凍

機
挿

入
口

が
凍

り
つ

く
ト

ラ
ブ

ル
が

目
立

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

ゼ
ロ

レ
ベ

ル
調

整
、

傾
斜

補
正

に
も

難
儀

し
た

。
停

電
後

S
C
G
D
A
Q
に

不
具

合
が

発
生

、
８

日
間

の
デ

ー
タ

欠
測

も
生

じ
た

。
こ

の
よ

う
に

機
器

の
調

整
・

維
持

に
苦

労
し

た
が

、
第

5
1
次

隊
で

の
O
S
G
0
5
8
へ

の
更

新
実

施
後

は
安

定
し

、
高

品
質

の
デ

ー
タ

が
得

ら
れ

て
い

る
。

総
じ

て
、

順
調

に
観

測
を

継
続

で
き

た
と

言
え

る
。

S
G
デ

ー
タ

は
１

年
間

の
優

先
使

用
期

間
後

、
I
C
E
T
,
 
G
G
P
 
J
a
p
a
n
 
(
N
A
O
M
)
,
 
G
F
Z
 
P
o
t
s
d
a
m
を

通
じ

て
各

国
研

究
者

に
提

供
さ

れ
て

い
る

。
第

5
1
次

隊
夏

期
間

に
お

い
て

は
、

O
S
G
0
5
8
の

感
度

検
定

も
兼

ね
て

、
絶

対
重

力
計

F
G
5
を

2
台

用
い

た
比

較
観

測
も

行
わ

れ
、

I
G
C
M
の

国
際

的
な

要
請

に
も

応
え

て
い

る
。

③
I
V
S
網

に
お

い
て

実
施

す
る

V
L
B
I
観

測
　

国
際

V
L
B
I
観

測
事

業
(
I
V
S
)
観

測
網

の
測

地
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
観

測
に

参
加

し
た

。
第

4
8
次

隊
か

ら
5
1
次

隊
に

か
け

て
1
9
回

の
2
4
時

間
O
H
I
G
実

験
に

参
加

し
た

。
2
0
0
6
年

末
か

ら
2
0
0
7
年

１
月

中
旬

に
か

け
て

、
日

本
で

オ
ー

バ
ー

ホ
ー

ル
し

た
水

素
メ

ー
ザ

ー
１

号
機

(
1
0
0
1
C
)
を

搬
入

し
て

立
ち

上
げ

、
運

用
し

て
い

る
。

2
0
1
0
年

1
2
月

、
2

号
機

(
1
0
0
2
C
)
の

不
具

合
が

発
生

し
、

第
5
2
次

夏
隊

で
持

ち
帰

っ
た

。
収

録
H
D
D
デ

ー
タ

は
、

N
I
C
T
鹿

島
の

協
力

を
得

て
、

ボ
ン

大
学

の
相

関
局

に
デ

ー
タ

伝
送

さ
れ

て
い

る
が

、
相

関
解

析
に

大
き

な
問

題
は

な
い

。
相

関
デ

ー
タ

は
I
V
S
解

析
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
基

線
解

析
が

行
わ

れ
、

S
y
o
w
a
-
H
o
b
a
r
t
,
 
S
y
o
w
a
-
H
a
r
t
R
A
O
,
 
S
y
o
w
a
-
O
’

H
i
g
g
i
n
s
な

ど
の

1
0
年

解
析

結
果

が
、

h
t
t
p
:
/
/
i
v
s
c
c
.
g
s
f
c
.
n
a
s
a
.
g
o
v
/
p
r
o
d
u
c
t
s
-
d
a
t
a
/
p
r
o
d
u
c
t
s
.
h
t
m
l
で

公
開

さ
れ

て
い

て
、

国
際

協
調

の
も

と
順

調
に

観
測

が
進

ん
で

い
る

。

④
I
G
S
網

－
G
P
S
点

の
維

持
、

及
び

I
D
S
網

に
お

い
て

実
施

す
る

D
O
R
I
S
観

測
国

際
I
G
S
(
現

在
は

G
N
S
S
)
観

測
網

に
お

い
て

昭
和

基
地

は
S
Y
O
G
と

名
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
3
0
s
サ

ン
プ

リ
ン

グ
の

受
信

デ
ー

タ
は

ア
メ

リ
カ

の
C
D
D
I
S
サ

ー
バ

ー
に

送
ら

れ
て

い
て

、
そ

こ
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

。
S
Y
O
G
局

位
置

に
関

し
て

は
、

い
く

つ
か

の
解

析
セ

ン
タ

ー
が

時
系

列
デ

ー
タ

を
公

開
し

て
い

て
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
で

き
る

。

Ｓ
：
特
に
優
れ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

Ａ
：
計
画
通
り
、
又
は
計
画
を
上
回
っ
た
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
１
０
０
％
）

Ｂ
：
計
画
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
一
定
の
実
績
・
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
～
１
０
０
％
）

Ｃ
：
計
画
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
 
（
達
成
度
７
０
％
未
満
）
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